
安
然
の
真
如
論
 
(久

保
)

安

然

の

真

如

論

久

保

譲

一

安
然
の
撰
述
に
お
け
る
真
如
の
扱
い
方
を
見
る
と
、

そ
の
初
期
の
撰

述
に
お
い
て
は
さ
し
た
る
見
解

は
見
ら
れ
な

い
。
す
な
わ
ち

『
教
時

謹
』
に
お
い
て
は
真
如
と
い
う
語
は
用

い
ら
れ

て
い
な

い
し
、
ま
た

『教
時
課
論
』
に
お
い
て
も
護
法
と
馬
鳴

・
堅
慧
、
華
厳
宗
と
法
相
宗
、

法
相
宗
と
三
論
宗
に
お
け
る
真
如
に

つ
い
て
の
諄
論
に
触
れ
て
い
る
の

み
で
あ
り
、
自
己
の
見
解
を
述
べ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た

『
即
身

成
仏
義
私
記
』
に
お
い
て
も
積
極
的
な
真
如
論
が
展
開
さ
れ
て
は
い
な

い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

『教
時
諄
論
』
よ
り
六
年
後
の
元
慶
六
年
に

撰
述

さ
れ

た

『
普
通
広
釈
』
に
お
い
て
は
、
真
如

が

『
教
時
問
答
』

『菩
提
心
義
抄
』
に
お
け
る
が
如
き
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
用

い
ら
れ

て
お
り
、

こ
の
変
化
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち

『
普
通
広
釈
』
巻
上
に
お

い
て

「真
如
仏
性
、

以
為
二戒

体
殉

一
切
諸
法
、
皆
是
戒
法
体
。
何
有
二非
レ
戒
之
法
↓
而
有
二
犯
レ
戒
之

法
ご
 
(大
正
七
四
、
七
六
六
頁
中
)
 と
述
べ
、
戒
体
と
し

て
真
如
仏
性

が

主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
巻
中
に
お
い
て

「戒
亦
三
種
。

一
伝
受
戒
、

従
レ
師
所
レ受
、
名
句
文
身
是
也
。
二
発
得
戒
、

白
四
朔
磨
心
境
発
得
是

也
。
三
性
得
戒
、
真
如
性
戒
、

凡
聖
共
有
レ之
。
」
(同
前
、
七
六
七
頁
上
)

と
述

べ
、
戒
に
伝
受
戒

・
発
得
戒

・
性
得
戒
の
三
種
を
立
て
る
う
ち
、

性
得
戒
を
真
如
性
戒
と
解
釈
し
、
凡
聖
共
に
本
来
的
に
そ
な
わ
れ
る
も

の
と
し
て
の
戒
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
戒
の
根
本

と
し
て
真
如
を
位
置
づ
け
重
視
す
る
こ
と
は
、

後
に
言
う
如
く

『
教
時

問
答
』
『
菩
提
心
義
抄
』
に
お
け
る
真
如
の
用
法

と
共
通
す
る
も

の
で

あ
る
。

次
に

『
教
時
問
答
』
以
前
と
し
て
扱

っ
て
よ

い
も
の
に

『
手
草
』
上

が
あ
る
が
、

そ
こ
に
は

「問
、
言
二菩
提
心
↓
正
何
物
乎
。
答
、

真
如

智
種
子
、
此
各
二菩
提
心
一也
。
」
(日
蔵
、
天
台
宗
密
教
章
疏
三
、
二
〇
五

頁
)
と
あ
る
。

こ
れ
は

『
菩
提
心
義
抄
』
に
お
い
て
菩
提
心
の
体
に

つ

い
て
四
釈
を
挙
げ
る
う
ち
、
そ
の
第
四
秘
秘
中
深
秘
釈
と
し
て
真
如
法

性
を
菩
提
心
の
体
と
な
す
 
(大
正
七
五
、
四
七
二
頁
下
)
 と
し
て

い
る
こ

と
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
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そ
の
主
著

『
教
時
問
答
』
巻
三
に
お
い
て
は

「問
、

今
真
言
教
、
何

物
為
レ
体
。
答
、
若
随
自
意
語
、
以
二
一
真
如
一為
二真
言
体
↓
若
随
他
意

語
、
以
一二

切
法
一為
二真
言
体
ご

(同
前
、
四
二
三
頁
上
中
)
と
述
べ
、
如

来
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
、
真
言
教
の
体
は

一
真
如
で
あ
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
。
さ
ら
に

『
菩
提
心
義
抄
』
(仁
和
元
年
撰
述
)
に
お

い
て
も

「
以
二
今
真
言
宗
真
如
為
フ
宗
故
、
用
二
真
如
門
体
ご

(同
前
、
五
三
九
頁

中
)
と
表
現
さ
れ
、
真
言
宗
の
核
心
と
し
て
真
如
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

次
い
で

『
菩
提
心
義
抄
』
以
後
と
思
わ
れ
る
撰
述
と
し
て

『
金
剛
界

大
法
対
受
記
』
が
あ
り
、
そ
の
巻
八
に
注
意
す

べ
き
解
釈
が
あ
る
。
す

な
わ
ち

「
然
釈
二法
界
体
性
↓
四
釈
不
レ
同
。
若
浅
略
釈
、
諸
三
乗
教
所

レ明
真
如
法
界
之
理
。
若
深
秘
釈
、
諸

言
乗
教
所
レ
明
真
如
理
智
十
法
界

法
。

若
秘
中
深
秘
釈
、

諸
真
言
教
所
レ
明
法
界
体
性
、

諸
尊
三
密
。

若

秘
秘
中
深
秘
釈
、

諸
真
言
教
所
レ明
法
界
体
性
、

四
曼
茶
羅
。
今
以
二
五

字
一為
二
法
界

一者
、
是
第
四
釈
、
四
曼
茶
羅
中
法
曼
茶
羅
法
界
体
性
云
云
」

(同
前
、

一
九
八
頁
上
中
)
 と
あ
り
、

こ
こ
に
法
界
体
性
と
い
う
言
葉
を

解
釈
す
る
に
際
し
て
四
釈
あ
り
と
し
て
、
三
乗
教

言
乗
教
及
び
真
言
教

に
お
け
る
解
釈
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
三
乗
教
と

一
乗
教
に
お
い

て
は
法
界
体
性
と
真
如
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
解
釈
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら

は
浅
略
釈
深
秘
釈
の
段
階
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
よ
り
深

い
も
の
と
し
て

真
言
教

の
解
釈
が
あ
る
と
さ
れ
、
秘
中
深
秘
釈

と
し
て
法
界
体
性
を
諸

尊
三
密

と
な
し
、
秘
秘
中
深
秘
釈
と
し
て
法
界
体
性
を
四
曼
茶
羅
と
な

し
て
い
る
。

つ
ま
り
法
界
体
性
に
つ
い
て
の
解
釈
に
お
い
て
真
如
と
関

連
づ
け
る
こ
と
は
顕
教
の
レ
ベ
ル
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

真
如
論
か
ら
言
う
と
、
真
如
の
扱
い
が
軽
く

な
っ
た
こ
と
に
な
り
、
大

き
な
変
化
で
あ
る
。

こ
こ
で
真
如
の
扱
わ
れ
方
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
初
期
の

『教
時

諄
』
『教
時
課
論
』
等
に
お
い
て
は
真
如
は
重
視
さ
れ
て
い
な

い
が
、

『
普
通
広
釈
』
に
い
た
っ
て
戒
体
と
し
て
中

心
的
な
も
の
と
し
て
登
場

し
、
『教
時
問
答
』
『菩
提
心
義
抄
』
に
お
い
て
真
言
宗
の
核
心
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
安
然
の
晩
年
の
撰
述
に
属
す
る

『
金
剛
界

大
法
対
受
記
』
に
お
い
て
は

言
転

し
、
事
相

や
曼
茶
羅

に
重
点
が
移

り
、
真
如
論
の
観
点
か
ら
は
後
退
し
た
解
釈

が
示
さ
れ
た
。

二

上
来
、
安
然
の
撰
述
に
お
け
る
真
如
論

の
展
開
を
検
討

し
て
き
た

が
、
『金
剛
界
大
法
対
受
記
』
に
お
け
る
変
化

の
問
題
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
し
、
こ
こ
で
は
安
然
の
真
如
論
形
成
の
画
期
を
な
す
と
思

わ
れ
る

『
普
通
広
釈
』
に
つ
い
て
考
察
し
、
安
然
の
真
如
論
に
照
明
を

あ
て
た
い
。

戒
体
を
真
如
仏
性
と
な
す

『
普
通
広
釈
』

の
立
場
は
、
戒
体
論
の
上

か
ら
は
特
異
な
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
安
然
の
主
張
は
文
脈
上

よ
り
見
る
と
、
『占
察
経
』
を
引
用
し
て
戒
体
論
を
展
開
し

て
い
る
こ

と
は
明
白

で
あ
る
。

し
か
し

『占
察
経
』
自
体
か
ら
は
そ
の
戒
体
論
は

安
然
の
真
如
論
 (久

保
)
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安
然
の
真
如
論
 (久

保
)

帰
結
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
安
然
は

「如
二占
察
経
云
こ

と

し
て
、
「
観
有
三
言種
↓

言
者
唯
心
、
謂
観
二
唯
識
巧

二
者
実
観
、
謂
観
二

真
如
ご
 
(大
正
七
四
、
七
六
六
頁
中
)
 と
い
う
文
を
真
如
と
い
う
言
葉
が

あ
る
た
め
に
利
用
し
て
い
る
だ
け
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と

は
さ
ら

に
そ
の
引
用
文
を
分
析
し
て
み

る
と
、
『
占
察
経
』
か
ら
直
接

に
引
用

し
た
の
で
は
な
く
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
あ
る
い
は
そ
れ
を

引
く

『
唐
決
』
よ
り
引
用
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
推
定

の
根
拠
は
、
『占
察
経
』
の
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に

は
、
「若
欲
下
依
二
言
実
境
界

一修
中
信
解
上
者
、
応
レ
当
レ
学
二習
二
種
観
道
殉

言
者
唯

心
識
観
、
二
者
真
如
実
観
。
」
(大
正
十
七
、
九
〇
八
頁
上
)
と
あ

り
、
安
然

の
引
用
文
と
少
し
異

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

『
唐
決
』

の
維

鰯
決
答

や
広
修
決
答

に
は
、
「
問
、
輔
行
決
第
二
、
引
二占
察
経
一云
、

観
有
三

一種
幻

言
者
唯
識
、
謂

一
切
唯
心
。
二
者
実
観
、
謂
観
二
真
如
↓

唯
識
歴
レ
事
、

真
如
観
レ
理
。
(以
下
略
)
」
(日
蔵
、
天
台
宗
顕
教
章
疏
二
、

四
〇

一
頁
)
と
あ

り
、
ま
た

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
二
之
三
に
も
同

様
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
安
然
所
引
の
文
の

「
二
者
実
観
、

謂
観
二真
如
こ

と
い
う
表
現
に
注
目
す
れ
ば
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』

か
ら
直
接
か
、
あ
る
い
は

『唐
決
』
所
引
の
文
よ
り
抄
出
さ
れ
た
と
思

う
の
で
あ
る
。
た
だ
し

『
唐
決
』
や

『
弘
決
』
の
論
旨
と
上
記
の
安
然

の
論
旨
と
の
間
に
は
ず
れ
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
安
然
が

真
如
と

い
う
言
葉
に
注
目
し
、
真
如
仏
性
と
い
う
語
を
導
く
た
め
に
引

用
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
安
然
が
何

に
基
づ
い
て
真
如
論
を
形
成
し
て
い
る
か
は
、

こ
こ
か
ら
は
論
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
『普
通
広
釈
』
の
他

の
箇
所

に

二

切
諸
法
、
皆
真

如
。
」
(大
正
七
四
、
七
六
六
頁
中
)
 と
い
う
表
現

が
あ
り
、

こ
れ

に

つ
い

て
恵
谷
隆
戒
氏
は
浬
繋
経
や
大
般
若
経
等
に
よ
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
 
(「安
然
の
普
通
広
釈
に
見
ら
れ
る
円
戒
思
想
」
『
奥
田
記
念
仏
教
思
想
論

集
』
収
載
)
。
こ
こ
に
お
い
て

『
教
時
問
答
』
や

『
菩
提
心
義
抄
』
と
比

較
し
て

『
普
通
広
釈
』
の
真
如
論
の
特
色
を
述

べ
る
と
、
顕
教
的
色
彩

の
濃
厚
な
真
如
論
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

『教
時
問
答
』

巻

一
に

「真
言
宗
、

一
切
諸
法
、
皆
為
二
真
如
殉」
(大
正
七
五
、
三
八
二

頁
上
)
と
あ
り
、
『普
通
広
釈
』

の
先

の
文
と
ほ
と
ん
ど
同
文
が
、
真
言

宗
と
し
て
の
自
覚

の
も
と
に
語
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
の

こ
と
は

『教
時
問
答
』
に
お
い
て
は
密
教
と
し
て
真
如
論
を
把
握
し
、

空
海
の
真
言
宗
に
つ
い
て
批
判
を
な
し

て
い
る
が
、
『普
通
広
釈
』
に

お
い
て
は
真
言
宗

へ
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
論
評
を
加
え
て
い
な
い

こ
と
と
関
連
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

三

安
然
に
お
い
て
真
如
は
真
言
宗

の
根
本

に
位
置
づ
け
ら

れ
、
ま
た

『
菩
提
心
義
抄
』
巻

一
に

「凡
説
二真
如
法
性

一教
、
皆
名
二真
言
一故
、

凡
法
華
等
諸
大
乗
、
皆
名
二真
言
秘
密
教
一也
。
」
(同
前
、
四
七

一
頁
下
)

と
言
い
、
顕
密

言
致
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
は
真

如
の
言
語
面
に
つ
い
て
問
題
と
し
た
い
。
『
教
時
問
答
』
巻
四

に
次

の
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如
く
言
う
。

答
、
四
種
曼
茶
羅
、
皆
是
秘
教
。
(中
略
)
故
釈
不
可
思
議
云
、
問
、
誰

説
二阿
字
殉
答
、
有
二三
釈
幻

言
深
秘
釈
、
大
日
如
来
説
二此
阿
字
殉
二
秘
申

深
秘
釈
、
阿
字
自
説
二阿
字
↓
三
秘
秘
中
深
秘
釈
、
真
如
理
智
説
二此
阿
字
一

云
云
、
此
中
真
如
理
智
説
二此
阿
字
↓
是
自
性
身
自
説
二法
曼
茶
羅
↓
阿
字
自

説
二阿
字
↓
即
是
四
曼
茶
羅
皆
是
秘
教
。
(同
前
、
四
三
一
頁
中
)

こ
の
文
は
不
可
思
議
の

『
供
養
次
第
法
疏
』
巻
下
に
お
け
る

「
問
、

阿
誰
向
二本
法
一
呼
造
二
本
不
生
一耶
。
答
、
有
三
二
種
幻
(
中
略
)

言
秘
密

釈
者
、
毘
盧
遮
那
仏
説
二本
不
生
一故
。
二
秘
密
中
秘
釈
者
、
阿
字
自
説
二

本
不
生

一故
。
三
秘
秘
中
秘
釈
者
、

本
不
生
理
自
有
二
理
智
嚇
自
覚
二
本

不
生
一故
。
」
(大
正
三
九
、
八
〇
七
頁
下
)
と
い
う
記
述
に
対
照
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち

『供
養
法
疏
』
に
い
う

「
本
不
生
」
を

「
阿
字
」
に
置
き
換

え
、
さ
ら
に
言
葉
の
付
加
を
な
し
て
い
る
。

つ
ま
り

『
供
養
法
疏
』
に

「
三
秘
秘
中
秘
釈
者
、
本
不
生
理
自
有
二
理
智

↓
自
覚
二本
不
生
一故
」
と

あ
る
部
分
が
、
安
然
に
お
い
て

「
三
秘
秘
中
深
秘
釈
、
真
如
理
智
説
二此

阿
字
こ

と
な
っ
て
お
り
、
特
に

「
理
智
」
と
い
う
言
葉
に

「真
如
」
と

い
う
語
が
付
加
さ
れ
、

さ
ら
に
こ
の
第
三
の
立
場
は
自
性
身

の
自
ら
法

曼
茶
羅
を
説
く
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に

『供
養
法
疏
』
の
文
に
真
如
の
語
を
付
加
す
る
こ
と
は
、
す
で
に

『
悉

曇
蔵
』
巻

一
 (大
正
八
四
、
三
七
〇
頁
上
)
 に
お
い
て
も
見

ら
れ
、
重
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
安
然
が

「真
如
の
理
智
が
こ
の
阿
字

を
説
く
」
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
真
如
に
言
語
活
動
面
が
あ
る
こ
と
を

認
め
、
ま
た
真
如
が
阿
字

の
根
拠

と
な
っ
て

い
る
こ
と
を

『
供
養
法

疏
』
を
越
え
て
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は

『
教
時
問
答
』

巻
三
に
お
け

る
真
言

の
定
義

の

一
つ
で
あ

る

「又
此
真
言
、
真
如
体

変
、

故
名
二
真
如
言
説
ご
 
(大
正
七
五
、
四
二
二
頁
下
)
 と
関
連

が
深

い

が
、
さ
ら

に

『
菩
提
心
義
抄
』
巻
二
の

「
阿
字
を
菩
提
心
と

な
す

四

シ
テ

ス

ニ

ス

ニ

釈
」
に
お
け
る

「
真
如
随
縁

変
二現
形
声
こ

「真
如
変
二作
阿
字

一」
(同

前
、
四
八
六
頁
下
)
と
い
う
主
張
と
強
く
対
応

し
て
い
る
。
特

に
こ
の

『
菩
提
心
義
抄
』
の
阿
字
の
四
釈
に
お
い
て
空
海
の

『
声
字
実
相
義
』

を
深
秘
釈
と
な
し
、
自
己
の
真
如
が
阿
字
を
説
く
と
い
う
思
想
を
も
と

と
す
る
阿
字
の
解
釈
を
秘
秘
中
深
秘
釈
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
点
に

注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
安
然
が
真
如
に
言
語
活
動
面
を
認
め
る
こ
と

の
意
義
は
、
空
海
の

『
声
字
実
相
義
』
に
対
す

る
独
自
性
を
発
揮
す
る

こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
元
来
、

真
如
と
阿
字
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
『
金
剛
頂
喩
伽
中
略
出
念
諦
経
』
巻
四
に

「於
二姻
字
上
一
、

想
二
一
円
点
殉
躾
激
鄭
激
酷
」
(大
正
十
八
、
二
五
言
頁
上
)
と
あ
り
、
ま
た
空

海

の
『
咋
字
義
』
に
お
い
て
も

「
且
以
二別
相

一言
、
以
二阿
字
門

一摂
一二

切
真
如
法
界
法
性
実
際
等
理
↓
無
レ
所
レ
不
レ
摂
。
」
(弘
法
大
師
全
集
第

一

輯
、
五
四
八
頁
)
と
あ
る
が
、
真
如
が
阿
字
を
説
く
と
述
べ
、
真
如
と
阿

字
と
を
直
結
す
る
こ
と
は
安
然
に
独
自
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
考
え
方
の
背
景
は
円
仁
に
よ
っ
て
台
密

に
導
入
さ
れ
た
果
分
可
説

の
根
拠
と
な
る
天
台
宗
の
寂
照
不
二
の
思
想

と
思
わ
れ
る
 (『金
疏
』
巻

一
、
大
正
六
一
、
十
五
頁
上
参
照
)
。

(葛
南
工
業
高
校
教
諭
)

安
然
の
真
如
論
 
(久

保
)
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